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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第96期

第１四半期連結
累計期間

第97期
第１四半期連結

累計期間
第96期

会計期間

自平成26年
１月１日

至平成26年
３月31日

自平成27年
１月１日

至平成27年
３月31日

自平成26年
１月１日

至平成26年
12月31日

売上高 （百万円） 9,710 8,423 33,936

経常利益 （百万円） 844 696 1,972

四半期（当期）純利益 （百万円） 501 450 1,274

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） △1 930 1,234

純資産額 （百万円） 20,175 21,453 21,073

総資産額 （百万円） 37,970 38,640 37,256

１株当たり四半期（当期）純利益金額 （円） 23.19 20.84 58.99

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 52.4 54.6 55.7

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．「潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額」については、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

   当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府や日銀の各種政策の効果が下支えし、景気は緩やかな回

復基調が続いているものの、世界経済の減速がわが国の景気を下押しするリスクとなるなど、依然として先行き不

透明な状況で推移しました。

　このような環境のもと、当社グループは本年度を初年度とする「第11次中期３カ年経営計画」（Ｐ１３０Ｒ）に

基づいて、基盤事業の収益力強化に努めましたが、当第１四半期連結累計期間の売上高は84億23百万円（前年同期

比13.3％減）、営業利益は６億34百万円（前年同期比24.0％減）、経常利益は６億96百万円（前年同期比17.6％

減）、四半期純利益は４億50百万円（前年同期比10.1％減）となりました。

 

　セグメントの業績は次のとおりであります。

 

（アグリ）

　肥料は、前年同期に見られたような消費税率引き上げに伴う駆け込み需要がなかったことなどにより販売数量が

大幅に減少したことに加え、販売価格が値下がりしたことにより、売上高は23億３百万円と前年同期に比べ36.0％

の大幅な減少となり、営業利益は１億55百万円と前年同期に比べ72.2％の大幅な減少となりました。

 

（化学品）

　水処理薬剤は、販売が低調に推移したことにより、売上高は16億１百万円と前年同期に比べ6.8％の減少となり

ました。

　機能性材料は、スマートフォンなどに使用される高純度金属酸化物やセラミック繊維向け高純度塩基性アルミ塩

などの販売数量が増加したことにより、売上高は12億48百万円と前年同期に比べ38.5％の大幅な増加となりまし

た。

　その他化学品の売上高は３億56百万円と前年同期に比べ7.4％の増加となりました。

　それらの結果、売上高は32億６百万円と前年同期に比べ8.6％の増加となり、加えてコスト削減などもあり、営

業利益は４億19百万円と前年同期に比べ88.9％の大幅な増加となりました。

 

（建材）

　石こうボードの販売数量は堅調に推移し、売上高は８億65百万円と前年同期に比べ0.6％の増加となり、営業利

益は10百万円と前年同期に比べ0.6％の増加となりました。

 

（石油）

　燃料油の販売数量は増加しましたが、原油価格の下落による販売価格の値下がりと平成26年５月にガス事業を分

割したことにより、売上高は８億17百万円と前年同期に比べ25.9％の大幅な減少となり、営業利益は４百万円と前

年同期に比べ75.0％の減少となりました。

 

（不動産）

　ショッピングセンターの賃料収入は、主力テナントの賃料の減少により、売上高は４億10百万円と前年同期に比

べ1.9％の減少となり、営業利益は２億22百万円と前年同期に比べ4.5％の減少となりました。

 

（運輸）

　荷動きが順調に推移したことにより、売上高は８億19百万円と前年同期に比べ5.4％の増加となり、営業利益は

１億47百万円と前年同期に比べ12.0％の増加となりました。
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(2) 財政状態の分析

　当第１四半期連結会計期間末の総資産は、386億40百万円（前連結会計年度末比13億83百万円増）となりまし

た。流動資産は、現金及び預金が２億92百万円減少しましたが、受取手形及び売掛金が５億95百万円、商品及び製

品が３億５百万円増加したことなどにより、178億12百万円（前連結会計年度末比８億63百万円増）となりまし

た。固定資産は、投資有価証券が５億61百万円増加したことなどにより、208億27百万円（前連結会計年度末比５

億19百万円増）となりました。

　負債の部は、短期借入金が６億円、退職給付に係る負債が３億99百万円増加したことなどにより、171億86百万

円（前連結会計年度末比10億３百万円増）となりました。

　純資産の部は、その他有価証券評価差額金が４億68百万円増加したことなどにより、214億53百万円（前連結会

計年度末比３億79百万円増）となりました。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、１億１百万円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 76,000,000

計 76,000,000
 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成27年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年５月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 23,646,924 23,646,924
東京証券取引所

（市場第一部）

権利内容に何ら

限定のない当社

における標準と

な る 株 式 で あ

り、単元株式数

は 1,000 株であ

ります。

計 23,646,924 23,646,924 － －

 
 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成27年１月１日～

平成27年３月31日
－ 23,646 － 2,147 － 1,217

 
 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成27年３月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

 

完全議決権株式（自己株式等）

 

普通株式   2,045,000 －
権利内容に何ら限定のない　

当社における標準となる株式

完全議決権株式（その他） 普通株式  21,538,000 21,538 同上

単元未満株式 普通株式      63,924 － １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数           23,646,924 － －

総株主の議決権 － 21,538 －

 

②【自己株式等】

 

平成27年３月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

多木化学株式会社
兵庫県加古川市

別府町緑町２番地
2,045,000 － 2,045,000 8.65

計 － 2,045,000 － 2,045,000 8.65

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成27年１月１日から平

成27年３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年１月１日から平成27年３月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成26年12月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,649 1,357

受取手形及び売掛金 ※１ 10,204 10,800

商品及び製品 2,732 3,037

仕掛品 218 236

原材料及び貯蔵品 1,852 1,986

繰延税金資産 58 130

その他 251 282

貸倒引当金 △19 △18

流動資産合計 16,948 17,812

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 18,672 18,664

減価償却累計額 △13,373 △13,449

建物及び構築物（純額） 5,299 5,214

機械装置及び運搬具 14,044 14,036

減価償却累計額 △12,907 △12,970

機械装置及び運搬具（純額） 1,137 1,065

工具、器具及び備品 1,450 1,426

減価償却累計額 △1,337 △1,307

工具、器具及び備品（純額） 113 119

土地 6,069 6,069

リース資産 26 26

減価償却累計額 △15 △16

リース資産（純額） 11 10

建設仮勘定 11 152

有形固定資産合計 12,642 12,632

無形固定資産   

のれん 216 196

ソフトウエア 19 17

その他 16 16

無形固定資産合計 252 229

投資その他の資産   

投資有価証券 7,119 7,681

繰延税金資産 84 81

その他 256 249

貸倒引当金 △47 △47

投資その他の資産合計 7,413 7,965

固定資産合計 20,308 20,827

資産合計 37,256 38,640
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成26年12月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年３月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 4,971 5,165

短期借入金 300 900

1年内返済予定の長期借入金 123 123

リース債務 5 5

未払金 1,214 1,135

未払法人税等 320 263

未払消費税等 163 122

賞与引当金 37 228

役員賞与引当金 20 －

その他 584 518

流動負債合計 7,740 8,463

固定負債   

長期借入金 769 741

リース債務 2 1

繰延税金負債 1,131 1,075

退職給付に係る負債 3,227 3,626

預り保証金 3,107 3,075

その他 204 202

固定負債合計 8,442 8,723

負債合計 16,183 17,186

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,147 2,147

資本剰余金 1,221 1,221

利益剰余金 16,039 15,941

自己株式 △747 △747

株主資本合計 18,661 18,562

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 2,381 2,849

退職給付に係る調整累計額 △302 △296

その他の包括利益累計額合計 2,078 2,552

少数株主持分 332 337

純資産合計 21,073 21,453

負債純資産合計 37,256 38,640
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年１月１日
　至　平成26年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年１月１日
　至　平成27年３月31日)

売上高 9,710 8,423

売上原価 7,353 6,377

売上総利益 2,356 2,045

販売費及び一般管理費 1,521 1,411

営業利益 834 634

営業外収益   

受取利息 0 1

受取配当金 18 61

固定資産売却益 1 －

その他 12 12

営業外収益合計 32 75

営業外費用   

支払利息 6 5

固定資産除却損 6 6

その他 9 2

営業外費用合計 22 14

経常利益 844 696

特別損失   

投資有価証券評価損 17 －

特別損失合計 17 －

税金等調整前四半期純利益 827 696

法人税、住民税及び事業税 361 301

法人税等調整額 △41 △61

法人税等合計 319 239

少数株主損益調整前四半期純利益 507 456

少数株主利益 6 6

四半期純利益 501 450
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年１月１日
　至　平成26年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年１月１日
　至　平成27年３月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 507 456

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △508 469

退職給付に係る調整額 － 4

その他の包括利益合計 △508 473

四半期包括利益 △1 930

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △7 924

少数株主に係る四半期包括利益 6 6
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

　該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

　（退職給付に関する会計基準等の適用）

　「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成27年３月26日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給

付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務

期間に近似した年数に基づく割引率から退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の

加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四

半期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

　この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が418百万円増加し、利益剰余金が269百万

円減少しております。また、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に

与える影響は軽微であります。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　該当事項はありません。

 

（追加情報）

　（法人税率の変更等による影響）

　「所得税法等の一部を改正する法律」（平成27年法律第９号）及び「地方税法等の一部を改正する法律」（平

成27年法律第２号）が平成27年３月31日に公布され、平成27年４月１日以後に開始する連結会計年度から法人税

率等の引下げ等が行われることとなりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法

定実効税率は従来の35.6％から平成28年１月１日に開始する連結会計年度に解消が見込まれる一時差異について

は33.0％に、平成29年１月１日に開始する連結会計年度以降に解消が見込まれる一時差異については、32.3％と

なります。

　この税率変更により、繰延税金負債の金額（繰延税金資産の金額を控除した金額）は102百万円減少し、法人

税等調整額が11百万円、その他有価証券評価差額金が124百万円、それぞれ増加し、退職給付に係る調整累計額

が11百万円減少しております。
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（四半期連結貸借対照表関係）

 １．偶発債務

　被保証先の銀行借入金に対し、次のとおり債務保証を行っております。

前連結会計年度（平成26年12月31日）

被保証先 保証先
保証金額
（百万円）

ティーエスアグロ㈱ ㈱三井住友銀行 9

計 9

 

当第１四半期連結会計期間（平成27年３月31日）

被保証先 保証先
保証金額
（百万円）

ティーエスアグロ㈱ ㈱三井住友銀行 4

計 4

 

 ２．（※１）四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処

理しております。

　　　なお、前連結会計年度末日が金融機関の休業日であったため、次の期末日満期手形を満期日に決済が行わ

れたものとして処理しております。

 
前連結会計年度

（平成26年12月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成27年３月31日）

受取手形 231百万円 －百万円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんの償却額を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成26年１月１日
至　平成26年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成27年１月１日
至　平成27年３月31日）

減価償却費 235百万円 233百万円

（うち、のれんの償却額） （20百万円） （20百万円）

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成26年１月１日　至　平成26年３月31日）

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年３月27日

定時株主総会
普通株式 280 13 平成25年12月31日 平成26年３月28日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成27年１月１日　至　平成27年３月31日）

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年３月26日

定時株主総会
普通株式 280 13 平成26年12月31日 平成27年３月27日 利益剰余金

 

EDINET提出書類

多木化学株式会社(E00762)

四半期報告書

14/18



（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成26年１月１日 至平成26年３月31日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円）

 報告セグメント

調整額
（注１）

四半期
連結損益
計算書
計上額
（注２）

 アグリ 化学品 建材 石油 不動産 運輸 計

売上高          

外部顧客への売上高 3,598 2,952 860 1,102 418 777 9,710 － 9,710

セグメント間の内部

売上高又は振替高
1 13 － 18 19 88 142 △142 －

計 3,600 2,965 860 1,121 438 866 9,852 △142 9,710

セグメント利益 559 222 10 17 232 131 1,174 △340 834

　（注）１.　セグメント利益の調整額△340百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用などで

あります。

　　　　２.　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成27年１月１日 至平成27年３月31日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円）

 報告セグメント

調整額
（注１）

四半期
連結損益
計算書
計上額
（注２）

 アグリ 化学品 建材 石油 不動産 運輸 計

売上高          

外部顧客への売上高 2,303 3,206 865 817 410 819 8,423 － 8,423

セグメント間の内部

売上高又は振替高
0 11 － 13 18 92 137 △137 －

計 2,303 3,218 865 831 429 911 8,560 △137 8,423

セグメント利益 155 419 10 4 222 147 960 △326 634

　（注）１.　セグメント利益の調整額△326百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用などで

あります。

　　　　２.　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　　　　３.　平成26年５月にガス事業を分割したことに伴い、当第１四半期連結会計期間より、従来「石

油・ガス」としていた報告セグメントの名称を「石油」に変更しております。なお、セグメン

トの名称変更によりセグメント情報に与える影響はありません。

　　　　　　 前第１四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの名称で記載して

おります。

 

　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

　当第１四半期連結会計期間（自　平成27年１月１日　至　平成27年３月31日）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成26年１月１日
至　平成26年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成27年１月１日
至　平成27年３月31日）

 １株当たり四半期純利益金額 23円19銭 20円84銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 501 450

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 501 450

普通株式の期中平均株式数（千株） 21,601 21,601

　 （注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年５月11日

多木化学株式会社

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 市之瀬　申　　印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 堀　　裕三　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている多木化学株式会

社の平成27年１月１日から平成27年12月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成27年１月１日から平成

27年３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年１月１日から平成27年３月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、多木化学株式会社及び連結子会社の平成27年３月31日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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